
まちのうごき
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美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち
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平成 24 年度 がんばった児童・生徒を表彰

香美町長・香美町議会議員選挙

香美町若者まちづくり懇話会委員募集

役場各課などからのお知らせ　　ほか

96
平成 25 年（2013）

2

3

10
12

－ 勝利のカギは、チームワーク！ －
ミニソリレース

　2月 17 日、ミカタスノーパークで行われた

第16回美方高原雪まつりのイベントの一つ「ミ

ニソリレース」。3人 1 組で、ソリに乗った人

を残りの 2人が全力で引っ張ります。

　カーブに差し掛かると、勢い余ってソリが

ひっくり返るチームも。会場からは大きな声援

が送られていました。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

瀬
戸
浦
佑ゆ

う

な奈
（
香
住
一
中
３
年
）

　
　

第
58
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
兵
庫
県
大
会

　
　
　

３
年
生
女
子
１
０
０
ｍ
第
１
位

山
田
皓ひ

ろ

き生
（
香
住
一
中
２
年
）

　
　

第
15
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
新
人
大
会

　
　
　

共
通
男
子
棒
高
跳
第
１
位

宮
下
采あ

や

な奈
（
香
住
二
中
２
年
）

　
　

兵
庫
県
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）

村
岡
中
学
校
男
子
卓
球
部

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
63
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
競
技
大
会

　
　
　

男
子
団
体
戦
優
勝

西
田
す
ず
乃の

（
村
岡
中
１
年
）

　
　

 

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
１
位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

藤
村
泰た

い

が河
（
小
代
中
３
年
）

　
　

 
第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
１
位
、
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
１
位

川
戸
浩ひ

ろ

き輝
（
小
代
中
２
年
）

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
１
位

　
　

第
61
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
19
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位

小
代
中
学
校

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

団
体
総
合
優
勝
（
男
子
）

　
　
　

団
体
総
合
優
勝
（
女
子
）

　
　
　

男
子
リ
レ
ー
競
技
第
１
位

島
崎
叶か

の

ん望
（
香
住
小
１
年
）

　
　

第
58
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

兵
庫
県
学
校
図
書
館
協
議
会
会
長
賞

青
山
倭わ

か

こ

歌
子
（
香
住
小
６
年
）

　
　

第
47
回
兵
庫
県
小
学
校
児
童
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル 

Ａ
部
門
特
選

田
淵
麻ま

い衣
（
香
住
一
中
２
年
）

　
　

兵
庫
県
中
学
生
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　

女
子
優
勝
（
但
馬
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
）

松
岡
由ゆ

き

ほ

貴
穂
（
香
住
一
中
１
年
）

　
　

兵
庫
県
中
学
生
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　

女
子
優
勝
（
但
馬
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
）

吉
川
実み

ゆ

う優
（
香
住
一
中
１
年
）

　
　

兵
庫
県
中
学
生
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　

女
子
優
勝
（
但
馬
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
）

清
水
二ふ

た

ば葉
（
香
住
二
中
２
年
）

　
　

第
40
回
兵
庫
県
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
研
究
大
会 

優
秀
作
品

　
　

第
72
回
全
国
教
育
美
術
展 

特
選

坂
田
美み

ゆ優
（
香
住
二
中
１
年
）

　
　

第
72
回
全
国
教
育
美
術
展 

特
選

柴
本
美み

う優
（
香
住
二
中
１
年
）

　
　

第
72
回
全
国
教
育
美
術
展 

特
選

中
瀬
勝か

つ
の
り則

（
香
住
二
中
２
年
）

　
　

第
72
回
全
国
教
育
美
術
展 

特
選

裏
戸
茅か

や

こ子
（
香
住
二
中
３
年
）

　
　

第
72
回
全
国
教
育
美
術
展 

特
選

村
瀬
晶あ

き

こ子
（
村
岡
中
２
年
）

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
63
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
競
技
大
会

　
　
　

女
子
個
人
戦
準
優
勝

石
井
貴た

か
ひ
ろ大

（
村
岡
中
２
年
）

　
　

第
51
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
新
人
大
会

　
　
　

男
子
個
人
戦
第
３
位

西
谷 

彩あ
や

（
村
岡
中
２
年
）

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

藤
本
音ね

い

ろ色
（
小
代
中
１
年
）

　
　

兵
庫
県
川
柳
祭
ｉ
ｎ
三
木

　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

明あ

け

ぼ

の

保
能
紗さ

や耶
（
小
代
中
１
年
）

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
２
位
、
女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
第
３
位

上
田
美み

さ

き

沙
生
（
小
代
中
１
年
）

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
２
位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
３
位

毛け

ど戸 

渚
な
ぎ
さ

（
小
代
中
１
年
）

　
　

第
56
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　

女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
第
３
位
、
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ
ー
第
２
位

●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　役場本庁舎で 3月４日、スポーツや芸術などで活躍した

町内の児童・生徒を表彰する「平成 24年度 児童生徒表彰式」

を行いました。（順不同・敬称略）

平成 24年度 がんばった児童・生徒を表彰

おめでとう！おめでとう！

町長表彰教育長表彰
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

香
美
町
長
・
香
美
町
議
会
議
員
選
挙

私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

４
月

21
日
（
日
）
投
票

　

各
投
票
区
に
あ
る
投
票
所
で
午
前
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
香
住
区
三
川
、
土

生
、
御
崎
の
各
投
票
所
で
の
投
票
は
午

後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

４
月
17
日
（
水
）
〜
20
日
（
土
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

投
票
日
に
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け

な
い
人
は
、
早
め
に
期
日
前
投
票
を
し

ま
し
ょ
う
。
本
人
が
投
票
所
入
場
券
を

持
参
し
、
次
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
（
認
印
な
ど
は
不
要
）。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
、

本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

※ 

住
所
地
に
関
係
な
く
、
町
内
の
ど

の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
所
】

　

・
役
場
本
庁
舎

　

・
村
岡
地
域
局

　

・
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
（
小
代
地
域
局
）

投
票
に
行
け
な
い
と
き
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

不
在
者
投
票

　

香
美
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
で
、
長
期
の
出
張
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

投
票
日
に
町
内
で
投
票
が
で
き
な
い
場
合
、

体
が
不
自
由
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
、
ま
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
（
所
）
し
て
い
る
場
合
は
「
不
在
者
投

票
」
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
①
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
②
郵
便
な
ど
で
投
票
③
指
定
病
院
な

ど
で
投
票
―
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

②
郵
便
な
ど
で
投
票

③
指
定
病
院
な
ど
で
投
票

投
票
の
手
続
き

① 

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
「
投
票
用

紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
請
求
し
ま
す

（
４
月
17
日
以
前
で
も
請
求
可
能
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）。

② 

①
を
受
け
取
っ
た
ら
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
ま
す
。

③ 

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選
挙
人
に
投
票

用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

④ 

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
最

投
票
で
き
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
持

つ
選
挙
人
で
次
表
の
よ
う
な
障
害
を
持
つ
人
、

手帳などの種類と障害 障害の程度

 身体障害者手帳

両下肢・体幹・移動機能の障害 1級または 2級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
・直腸・小腸の障害

1級または 3級

免疫の障害 1級から 3級

 戦傷病者手帳

両下肢、体幹の障害 特別項症から第 2項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害

特別項症から第 3項症

 介護保険被保険者証

要介護状態区分が「要介護５」

投
票
で
き
る
人

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

不
在
者
投
票
施
設
（
指
定
病
院
や
指
定
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
）
に
入
院
（
所
）
し
て
い
る
人

投
票
の
手
続
き

　

施
設
長
な
ど
に
対
し
、
不
在
者
投
票
を
す

る
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
手

続
き
は
施
設
が
行
い
ま
す
。

寄
り
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
出

向
き
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

　

 

４
月
17
日
（
水
）
〜
19
日
（
金
）
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

 　

た
だ
し
、
最
寄
り
の
市
町
が
選
挙
を

行
っ
て
い
る
場
合
、
期
間
が
４
月
20
日

（
土
）
ま
で
、
時
間
は
午
後
８
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。

ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人

投
票
の
手
続
き

① 

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
を
請
求
し
ま
す
。

　

 　

な
お
、
こ
の
証
明
書
は
３
月
中
か
ら
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
で

き
る
人
は
お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

② 

①
を
受
け
取
っ
た
ら
町
選
挙
管
理
委
員
会

に「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
請
求
書
」

を
請
求
し
ま
す（
４
月
17
日
が
請
求
期
限
）。

③ 

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
選
挙
人
に
投
票

用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

④ 

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
郵
送
（
投
票
）
し
て
く
だ
さ
い
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
が
納
付

す
べ
き
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
が
、
町
内
の
ほ
か
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
と
比
べ
て
適
正
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
制

度
で
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
月
）か
ら
４
月
30
日（
火
）

ま
で
の
平
日
で
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
納
税
者

　
　
　

（
手
数
料
は
無
料
）

縦
覧
で
き
る
帳
簿

・ 
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土
地
の
所

在
地
、
地
目
、
地
積
お
よ
び
価
格
）」

・ 

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
は
、

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家
屋
の

所
在
地
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
お
よ
び
価
格
）」

※ 

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
納
税
通
知

書
、
ま
た
は
本
人
確
認
の
で
き
る
書

類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

　

納
税
義
務
者
は
、
自
己
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
人
や
借
家
人
は
、
賃

貸
借
契
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　

※ 

納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
の
権
利
が

確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ
（
縦
覧
・
閲
覧
・
提
出
）
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

平
成
25
年
度

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す
る
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
継
続

的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

減
免
申
請
書
提
出
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
４
月
23
日
（
火
）
ま
で

提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
写
し

注
意
事
項

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
利

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

町
内
の
若
者
が
集
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
建
設
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
る
「
香

美
町
若
者
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」。

　

平
成
17
年
度
か
ら
活
動
し
て
い
る
こ
の
懇

話
会
の
今
年
度
委
員
（
公
募
分
）
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ

く
り
に
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

「香美町若者まちづくり懇話会」委員募集
若者の意見をまちづくりに！

●問い合わせ（応募）先　香美町若者まちづくり懇話会事務局（役場企画課内）

募
集
人
数

　

約
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
資
格

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
、
お
お
む
ね
20
歳
か

ら
45
歳
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
的
な
人

応
募
方
法

　

役
場
企
画
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月

19
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

活
動
内
容

　

月
１
回
程
度
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
会

議
（
原
則
夜
間
開
催
、
３
区
輪
番
）
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
提
言
書
に
と
り
ま
と
め
、
町
長

に
提
出
し
ま
す
。

　

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
部
会
な
ど
を
設
置

し
ま
す
。

任
期

　

平
成
25
年
度
中
（
４
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
）

報
酬
な
ど

　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
議
の
開
催
場

所
に
よ
っ
て
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

気
に
し
て
い
ま
す
か
？　

〝
受
動
喫
煙
〞

　
　
　

〜 

兵
庫
県
「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
が
４
月
１
日
か
ら
施
行 

〜 

　

た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な

ど
の
有
害
物
質
。
実
は
、
喫
煙
者
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を

通
し
て
吸
い
込
む
「
主
流
煙
」
よ
り
、
た
ば
こ
の
先

か
ら
立
ち
上
る
「
副
流
煙
」
の
方
に
多
く
含
ま
れ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

喫
煙
者
の
周
囲
に
い
る
非
喫
煙
者
が
副
流
煙
を
吸

い
込
む
（
受
動
喫
煙
）
こ
と
で
、
健
康
へ
の
悪
影
響

を
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

・
条
例
に
関
し
て
…
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
23
・
１
０
０
１

　
　

・
町
営
施
設
の
喫
煙
ル
ー
ル
に
関
し
て
…
役
場
総
務
課
・
健
康
課

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
分
か
っ
て
い

る
だ
け
で
も
２
０
０
種
類
以
上
の

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
だ
け
で
な
く
、
心
筋
梗こ

う

そ

く塞
、
脳
梗こ

う

そ

く塞
、

ぜ
ん
そ
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
そ
し
て
、
呼
吸
器
疾
患
、
肺
の
発

育
不
全
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死
症
候

群
）
な
ど
子
ど
も
へ
の
影
響
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
（
非
喫
煙
者
）
で

も
、
喫
煙
者
の
周
囲
に
い
る
こ
と
で
た
ば
こ

の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
健
康
へ

の
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
受
動
喫
煙
の
防
止
と
喫

煙
者
へ
の
健
康
増
進
を
啓
発
し
よ

う
と
、
兵
庫
県
は
「
受
動
喫
煙
の

防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
を
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
不
特
定
ま
た
は
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
空
間
（
公
共
的
空
間
）
を

持
つ
す
べ
て
の
施
設
に
お
け
る
「
喫
煙
ル
ー

ル
」
を
定
め
て
い
て
、
施
行
か
ら
半
年
が
経

過
し
た
10
月
１
日
か
ら
は
、
違
反
者
に
対
し

て
罰
則
も
適
用
さ
れ
ま
す
（
一
部
の
施
設
で

は
１
年
間
の
猶
予
期
間
が
あ
り
）。

こ
の
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
本
町

で
も
４
月
１
日
か
ら
町
営
施
設
ご

と
に
喫
煙
ル
ー
ル
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
明
示
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
施

設
入
口
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

主
な
町
営
施
設
で
の
喫
煙
ル
ー
ル

　

・
敷
地
・
建
物
内
の
全
面
禁
煙

　
　
　

 

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
病
院
、
診
療

所

　

・
建
物
内
の
全
面
禁
煙

　
　
　

 

役
場
本
庁
舎
・
各
地
域
局
を
含
む
官

公
庁
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
運
動

施
設

対象施設 喫煙ルール

①
保育所（園）、幼稚園、小・
中学校、高校など

敷地・建物内の全面禁煙

②
病院、診療所、官公庁の庁
舎など

建物内の全面禁煙

③ 大学、専修学校、薬局など
建物内の公共的空間の禁煙
  ⇒当分の間、既存の喫煙室は使用可
　　（新設不可）

④ 劇場、映画館、演芸場など
建物内の公共的空間の禁煙
　⇒当分の間、区域・時間分煙可

⑤

・ フロントロビーが100㎡以
下の宿泊施設
・ 客室面積が100㎡以下の飲
食店、理（美）容所

建物内の公共的空間の禁煙
  ⇒当分の間、区域・時間分煙可
  ⇒喫煙可能表示による喫煙可

⑥

・ フロントロビーが100㎡超
の宿泊施設
・ 客室面積が100㎡超の飲食
店、理（美）容所
・ 公共交通機関、物品販売業
店舗、金融機関、各種サー
ビス業施設など

建物内の公共的空間の禁煙
  ⇒当分の間、区域分煙可

●兵庫県「受動喫煙の防止等に関する条例」の定める喫煙ルール（抜粋）

※ 区域分煙とは…

　公共的空間（禁煙区域）を床面から天井まで達する壁、間仕切りなどで喫煙区域と分けること

※ 時間分煙とは…

　営業時間の 3分の 2を上限とし、公共的空間（禁煙区域）を喫煙区域にすること

※ 上表の④⑤⑥の対象施設は、平成 26 年 4 月 1 日から条例を適用（罰則規定は平成 26 年 10 月 1 日

から適用）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

何
歳
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を
予
防
し
、
毎
日
を
明

る
く
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
町
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

た
人
の
原
因
疾
患
を
み
る
と
、
前
期
高
齢

者
（
65
〜
74
歳
）
で
は
脳
血
管
疾
患
が

最
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
で
は

認
知
症
が
最
も
多
く
、
脳
血
管
疾
患
、
関

節
疾
患
と
続
き
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
い
き
い
き

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
脳
血
管
疾
患
の
予

防
に
効
果
が
あ
る
生
活
習
慣
病
の
改
善
や

認
知
症
・
関
節
疾
患
の
予
防
な
ど
に
重
点

を
置
い
た
「
介
護
予
防
い
き
い
き
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
次
の
７
つ
の
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
、
役
場
職
員
が
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
出
向
き
、

実
技
を
含
め
た
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
希
望
に
応
じ
て
各
種

教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
元
気
に
長
生
き
！

元
気
に
長
生
き
！

介
護
予
防
い
き
い
き
講
座
で

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ 若者にありがちな契約トラブル③ ～～ 若者にありがちな契約トラブル③ ～

【事例】

　携帯電話で占いサイト

を閲覧し、年齢確認ボタ

ンをクリックすると、突

然アダルト画像サイトに

変わり「登録料９万円を

支払え」と表示された。

　どうすればいいのか。

【ひとことアドバイス】

◇ この場合「料金が９万円掛かります。登録

しますか」といった確認がないため、支払

う必要はありません。確認画面のないもの

は支払わず、無視しましょう。

◇ 画面に「お問い合わせ先はこちら」と電話

番号が表示されていても、絶対に連絡して

はいけません。相手に自分の電話番号が分

かり、絶えず請求の電話が掛かってきます。

◇ 画面が消えない場合でも焦る必要はありま

せん。復元方法は町ホームページ「インター

ネットのワンクリック詐欺にご注意を」を

ご覧ください。

◇ 調査会社、弁護士、裁判所などを名乗り「利

用料が未払いです」と偽って、不当な請求

を行う悪質な手口もあります。

◇

◇

相談は　こちらへ…
役場消費生活相談窓口（町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!

①転ばぬ先の知恵

②認知症を予防しよう！

③知ってトクする栄養の話

④生活習慣病はこうして防ぐ

⑤おいしく食べよう健
けんこう

口講話

⑥教えて！介護保険制度

⑦ココロを元気に！

介護予防いきいき講座の

メニュー

認知症認知症
10％10％

脳血管疾患脳血管疾患
41％41％

骨折・転倒 8％骨折・転倒 8％

その他その他
34％34％

関節疾患 7％関節疾患 7％

図 1）前期高齢者

認知症認知症
40％40％

脳血管疾患脳血管疾患
15％15％

骨折・転倒骨折・転倒
8％8％

その他その他
22％22％

関節疾患関節疾患
15％15％

図 2）後期高齢者

≪要支援・要介護認定原因疾患≫
香美町介護保険認定審査会の主治医
意見書（平成 24 年 4 ～ 12 月分）か
ら抜粋

こんな
とき、どうする？



7 －広報 ふるさと香美 2013.3

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

問い合わせ先

　役場総務課防災安全室

90.3％（604 件）
海底地震性

6.4％（43件）
火山性

3.3％（22件）
地滑り性 津

波
の
発
生
原
因
「
９
割
が
地
震
」

　

津
波
の
発
生
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
海
底
地

震
に
よ
る
地
殻
変
動
で
す
（
左
図
）。

　

地
震
が
発
生
し
て
海
底
の
地
形
が
跳
ね
上

が
る
と
、
そ
の
上
部
に
あ
る
海
水
も
盛
り
上

が
っ
て
津
波
が
発
生
し
ま
す
。
た
だ
、
ま
れ

に
火
山
の
爆
発
、
海
底
で
の
地
滑
り
、
い
ん

石
の
落
下
な
ど
が
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

津
波
を
理
解
し
よ
う
！

● 

プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
に
よ
る
津
波
発
生

の
仕
組
み

　

東
日
本
大
震
災
は
「
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地

震
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

三
陸
沖
か
ら
茨
城
県
沖
に
か
け
て
広
が
る

長
さ
約
４
５
０
㎞
、
幅
約
２
０
０
㎞
の
広
大

な
領
域
が
次
々
と
連
動
し
て
破
壊
さ
れ
、
巨

大
地
震
が
発
生
。
そ
の
結
果
、
東
北
地
方
太

平
洋
側
を
巨
大
津
波
が
襲
い
、
多
く
の
尊
い

人
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

過去 200 年間（1790 ～ 1990 年）
における津波の発生原因

はね上がりはね上がり

津波の発生津波の発生

海洋プレート海洋プレート

③

① 海洋プレートが
少しずつ陸側の
プレートの下に
潜り込む

② 陸側のプレート
の先端部が引き
ずりこまれるこ
とでひずみが蓄
積する

③ ひずみが限界に
達した陸側のプ
レートがはね上
がり、地震や津
波が発生する

海洋プレート海洋プレート

海溝海溝
①

引きずり引きずり
こみこみ

ひずみの蓄積ひずみの蓄積

海洋プレート海洋プレート

②

第第
1616
回回

海
の
絵
画
展

海
の
絵
画
展
作
品
の
ご
紹
介

作
品
の
ご
紹
介

「海のそこたのしいな  みんな友だち」

中村文
あ や ね

音（香住小 2年）

「お魚と一緒に泳いだよ」

濱田芽
め い

衣（佐津小 1年）

「魚がたくさん泳ぐよ」

土肥歩
あ ゆ み

実（豊岡市立奈佐小 4年）

「きれいな魚がいっぱい」

土肥友
ゆ う り

理（豊岡市立奈佐小 3年）

「海の世界」

松井楓
ふ う ま

真（豊岡市立五荘小 5年） 「漁港の風景」

義本南
な な ほ

々帆（香住二中 1年）

「私と海の生き物たち」

小山晴
は る か

花（豊岡市立奈佐小 6年）

　「海」をテーマに募集した第16

回海の絵画展（海の文化館主催）。

町内外の小中学生から 289 点の

応募があり、美しい海や魚、漁船

や漁港を題材にした素晴らしい力

作が集まりました。

　ここで、特選に選ばれた作品をご紹介します。（敬称略）

●問い合わせ先　役場観光商工課
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

香
住
短
歌
会

ち
ら
ち
ら
と
雪
の
小
人
は
休
み
な
く
人
の
足
跡
た
ち
ま

ち
埋
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井 

清
子

遠
き
日
に
子
ら
の
使
い
し
砂
時
計
を
ひ
っ
く
り
返
せ
ど

過
ぎ
し
日
か
え
ら
ず　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

山
の
端
に
流
る
る
か
す
み
温
め
つ
今
日
の
扉
を
朝
日
は

開
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

声こ

わ

い

ろ色
で
起
こ
さ
れ
ネ
コ
に
導
か
れ
暖
を
入
れ
を
り
粉
雪

の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

弁
当
も
傘
も
忘
れ
ぬ
吾
な
る
に
七
十
路
に
し
て
う
つ
つ

を
忘
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

玄
関
に
火
鉢
の
ひ
と
つ
欲
し
い
日
は
義は

は母
着
ぶ
く
れ
こ

ま
め
に
動
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

苦
し
い
こ
と
は
思
い
き
り
吐
い
て
う
つ
の
心
解
い
て
ゆ

く
な
り
凍
て
つ
き
し
夜　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

う
ぐ
い
す
の
凍
れ
る
涙
解
け
は
じ
め
て
雪
消
え
の
水
流

れ
来
る
里　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

幸
せ
を
い
っ
ぱ
い
袋
に
貯
め
た
い
と
元
気
に
な
れ
る
心

身
磨
か
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

何
も
か
も
放
り
投
げ
た
き
老
い
の
日
の
日
々
の
暮
ら
し

を
持
ち
あ
ぐ
ね
い
る　
　
　
　
　
　
　

中
村 

典
子

誰
に
で
も
必
ず
最
初
は
あ
る
も
の
と
編
物
教
室
の
生
徒

と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

朝
の
陽
は
徐
々
に
角
度
を
変
え
て
ゆ
き
常と

こ

臥ふ

す
吾
の
顔

を
撫
で
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

思
う
ま
ま
に
髪
の
流
れ
の
整
え
ば
す
ず
や
か
な
朝
に
ス

タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
す　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

蛙
島
は
寒
波
に
真
向
か
い
て
凛
と
立
つ
わ
れ
も
歳と

し

な

み波
に

耐
え
て
生
き
ん
か　
　
　
　
　
　
　
　

山
田 

素
子

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

　町では、公共事業の選択や実施に当たり、投資効

率や実施過程の透明性を高めるため、その必要性や

効果などについて評価を受けています。

　このたび開催された審査会で、平成 25年度以降

に実施予定の事業について審査があり、次の事業が

原案のとおり認定されました。

　なお、公共事業の審査は、香美町公共事業評価審

査会（内部審査会）および香美町総合計画審議会（外

部審査会）で行っています。

●問い合わせ先　役場企画課

審査結果のお知らせ
公共事業評価

審査結果一覧表

事業名 事業内容など

防災行政無線

整備事業

　３区で異なる情報提供手段の統一

化を図るため、デジタル波を利用し

た同報系防災行政無線（操作卓、屋

外拡声子局、戸別受信機など）を整

備・設置する。

　平成 21 年 7 月から

取り組んでいるエコ

キャップ運動。昨年 7

月から今年1月までに

279,929個のペットボ

トルキャップを回収す

ることができました。

　多くの皆さんにご理解とご協力をいただき、誠

にありがとうございました。

　回収したキャップをポリオワクチンに換算する

と約 350 人分。多くの子どもたちの命を救うと

ともに、キャップの再資源化で二酸化炭素排出量

を削減することができ、地球温暖化防止にもつな

がります。

　運動開始からこれまでに回収したペットボト

ルキャップは 1,693,897 個（ポリオワクチン約

2,100 人分）。命と環境を大切にするこの運動に

これからも引き続き皆さんのご協力をお願いしま

す。
●問い合わせ先　役場町民課

善意
の輪が

広がっています善意
の輪が

広がっています

エコキャップ運動
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 25年 2月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

ー
編
集
後
記
ー

香
住
幼
稚
園
の
写
真
を
撮
る
機
会

が
あ
り
、
自
分
が
通
っ
た
、
古

び
た
、
懐
か
し
い
感
じ
の
す
る
園

舎
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
眺
め

ま
し
た
。
来
年
度
、
新
し
い
園
舎

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
と
思
う
と
、

役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
園
舎

が
寂
し
そ
う
に
し
て
る
気
が
…
▼

昨
年
の
香
住
小
学
校
舎
改
築
、
来

年
度
の
村
岡
小
学
校
舎
改
修
と
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
舎
が
次
々
と

新
し
く
な
り
ま
す
。
何
事
も
新
し

く
な
る
こ
と
は
良
い
こ
と
。
で
も
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
思
い
を

乗
せ
て
復
活
す
る
香
住
小
学
校
の

ピ
ア
ノ
。
そ
の
音
色
が
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
そ
う
で
す
（
み
う
ら
）

こんにちは、赤ちゃん

※このコーナーは、先月（1/21 ～ 2/20）の届出分の内、　
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（1/21 ～ 2/20）の届出分の内、　
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

ピ
ア
ノ
の
音
色
が

先
人
の
思
い
を
未
来
に
つ
な
ぐ

香
住
小
学
校
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開

　

昨
年
秋
に
取
り
壊
さ
れ
た
香
住
小
学
校
の
旧
校
舎
。
そ
こ
で
ひ
っ
そ
り
と

眠
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ
を
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
が
現
在
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

思
い
と
と
も
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ
社
（
ア
メ
リ
カ
）
製
の
こ
の
ピ
ア

ノ
は
、
約
90
年
前
の
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
、
当
時
の
山
田
喜
代
松
校
長

が
「
子
ど
も
た
ち
が
一
流
の
も
の
に
触
れ
る
機
会
を
」
と
発
案
し
、
周
囲
の

協
力
を
得
て
購
入
さ
れ
た
も
の
。
そ
の
後
、
旧
校
舎
と
と
も
に
多
く
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
て
倉

庫
の
片
隅
へ
。
長
い
間
、
そ
の
存
在
を
忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

校
舎
の
改
築
に
伴
い
再
び
姿
を
あ
ら
わ
し
た
こ
の
ピ
ア
ノ
を
修
復
し
、
そ

の
豊
か
な
音
色
を
多
く
の
人
に
届
け
よ
う
と
、
同
小
Ｏ
Ｂ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

呼
び
掛
け
で
「
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
が
発
足
。
修
復
に
は
約

４
５
０
万
円
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
会
で
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://kasum

i-steinw
ay.jim

do.com
/

）
を
作
成
し
、
２
月
中

旬
か
ら
広
く
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
は
７
月
ご
ろ
に
修
復
が
完
了
す

る
予
定
。
同
月
末
に
は
、
復
活
し
た
音

色
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
演

奏
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
木
原
弘
一
郎
会
長
は

「
復
活
す
る
ピ
ア
ノ
を
通
し
て
、
購
入

当
時
の
山
田
校
長
を
は
じ
め
と
し
た
多

く
の
人
々
の
熱
い
想
い
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

▲旧校舎内でピアノを見つめる児童たち（昨年 8月 10 日撮影）▲旧校舎内でピアノを見つめる児童たち（昨年 8月 10 日撮影）

雪
不
足
の
な
か
、
真
剣
勝
負
！

第
13
回
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会
（
２
月
２
、
３
日
、
小
代
健
康
公
園
）

　

第
13
回
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会
が
２
月
２
、３
の
両
日
、小
代
健
康
公
園
（
小

代
区
忠
宮
）
で
行
わ
れ
、
一
般
、
レ
デ
ィ
ー
ス
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
各
部
門
に
地

元
を
は
じ
め
近
隣
市
町
や
京
阪
神
な
ど
か
ら
計
45
チ
ー
ム
、
約
４
５
０
人
が

参
加
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

雪
不
足
の
影
響
か
ら
、
会
場
を
小
代
小
学
校
か
ら
小
代
健
康
公
園
に
移
し

た
上
で
、
布
で
作
っ
た
室
内
球
を
使
用
。
縦
40
ｍ
、
横
10
ｍ
の
コ
ー
ト
で
、

３
分
間
１
セ
ッ
ト
の
試
合
を
行
い
、
２
セ
ッ
ト
を
先
取
し
た
チ
ー
ム
が
勝
利

す
る
も
の
。
予
選
リ
ー
グ
で
上
位
の
成
績
を
収
め
た
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
み
、
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　

相
手
陣
地
に
立
て
ら
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
（
旗
）
を
奪
う
か
、
１
セ
ッ
ト
終
了

後
に
残
っ
た
選
手
の
数
が
多
い
方
が
勝
利
す
る
と
あ
っ
て
、
試
合
開
始
直
後

に
フ
ラ
ッ
グ
に
向
か
っ
て
ダ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
じ
わ
り
じ
わ
り
と
相
手
陣
地

に
攻
め
込
ん
だ
り
と
、
各
チ
ー
ム
が
戦
術
を
工
夫
し
て
真
剣
勝
負
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

３
日
に
行
わ
れ
た
一
般
の
部
の
決
勝
戦
で
は
、
３
セ
ッ
ト
を
戦
っ
て
も
勝

敗
が
決
ま
ら
ず
、
サ
ッ
カ
ー
の
Ｐ
Ｋ
戦
を
模
し
た
ビ
ク
ト
リ
ー
ス
ロ
ー
を
行

い
、
優
勝
を
決
し
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
の
部
▼
１
位 

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ

さ
っ
と
（
大
阪
市
）、
２
位 

大
和
野
郎

（
村
岡
区
）、
３
位 

兵
庫
Ｔ
―
７
（
小

代
区
）、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
▼
１
位 

村

岡
御
殿
（
村
岡
区
）、
２
位 

Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｌ
・
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ
（
小
代
区
）、
３

位 

Ｂ
ｉ
ｋ
ｉ
ｎ
ｉ 

Ｂ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
（
神

戸
市
）、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
▼
１
位 

照
来

メ
ッ
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
（
新
温
泉

町
）、
２
位 

週
末
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
小
代

区
）、３
位
村
岡
だ
い
た
ー
ず（
村
岡
区
）

▲相手フラッグに迫る選手▲相手フラッグに迫る選手
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若
者
の
熱
意
が
込
も
っ
た

「
か
る
た
」
で
遊
ぼ
う
！

「
香
美
ジ
オ
か
る
た
」
を
初
披
露
（
２
月
25
日
、
兎
塚
小
学
校
）

　

香
美
町
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
（
西
村
昌
樹
座
長
）
の
発
案
・
製
作
し
た
「
香

美
ジ
オ
か
る
た
」
が
２
月
25
日
、
兎
塚
小
学
校
で
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
か
る
た
は
、
町
に
対
し
て
同
懇
話
会
が
行
っ
た
提
言
の
中
の
一
つ
で
、

か
る
た
遊
び
を
通
し
て
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
狙
い
。
か
る
た
の
ほ
か
に
ト
ラ
ン
プ
や
バ
ト
ル
カ
ー
ド
の
要
素
も

持
ち
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
べ
ま
す
。

絵
札
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
町
内
の
小
学
生
か
ら
募
集
し
た
絵
柄
を
プ
リ
ン
ト
。

「
か
る
た
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
同
懇
話
会
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
試
作
・
改
良
を
重
ね
て
初
披
露

を
迎
え
た
こ
の
日
、
西
村
座
長
が
か
る
た
の
遊
び
方
を
説
明
し
た
後
、
児
童

た
ち
は
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
か
る
た
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

西
村
座
長
は
「
完
成
ま
で
の
道
の
り

は
長
か
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

む
顔
を
見
て
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
に
か
る
た
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か
、
多
く
の
人
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

も
ら
い
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

か
る
た
は
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
教
材

と
し
て
各
小
学
校
や
地
区
公
民
館
な
ど

に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
実
物
を
手
に
取
っ
て
、

若
者
の
熱
意
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

都
市
部
と
の
交
流
に
一
層
期
待
！

吹
田
市
議
会
議
長
・
副
議
長
が
香
美
町
を
表
敬
訪
問
（
２
月
13
日
）

　

本
町
と
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
阪
府
吹
田
市
か
ら
、
竹
内
忍じ

ん
い
ち一

市
議
会
議
長
と
坂
口
妙た

え

こ子
市

議
会
副
議
長
が
２
月
13
日
、
本
町
を
表
敬
訪
問
。
竹
内
議
長
と
坂
口
副
議
長
は
役
場
本
庁
舎
で
関
係
者
と
懇
談
を

行
っ
た
後
、
公
務
で
時
間
が
限
ら
れ
る
中
、
余
部
橋
り
ょ
う
や
水
産
物
直
売
所
な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
定
は
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
・
友
好
の
輪
を
広
げ
、
相
互
補
完
機
能
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
吹
田

市
と
本
町
は
平
成
20
年
11
月
12
日
に
調
印
。
そ
れ
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
協
定
締

結
を
契
機
に
さ
ら
に
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
吹
田
市
産
業
フ
ェ
ア
、
万
博
公
園
で
行
う
雪
ま
つ
り
な
ど
で
の
本

町
特
産
品
や
豊
か
な
自
然
の
Ｐ
Ｒ
、
吹
田
市
民
の
皆
さ
ん
が

来
町
し
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
バ
ス
ツ
ア
ー
で
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
に
触
れ
た
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
民
間
レ

ベ
ル
の
交
流
を
行
っ
た
り
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

吹
田
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
本
町
が
さ
ら
に
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
多
方
面
で
の
交
流
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

▲ 左から坂口吹田市議会副議長、竹内吹田
市議会議長、吉田範明香美町議会議長、
西坂秀美香美町議会副議長

▲左から坂坂口吹田市議会副議長 竹内吹田

▲児童たちを前に香美ジオかるたの説明をする西村座長▲▲児童たちを前に香美ジオかるたの説明をする西村座長

村
岡
中
学
校
の
村
瀬
さ
ん

全
国
規
模
の
大
会
で
初
優
勝
！

第
42
回
後
藤
杯
卓
球
選
手
権
大
会
（
１
月
19
、
20
日
、
愛
知
県
岡
崎
市
）

　

全
国
規
模
を
誇
る
第
42
回
後
藤
杯
卓
球
選
手
権
大
会
（
名
古
屋
オ
ー

プ
ン
）
の
カ
デ
ッ
ト
女
子
の
部
で
、
村
瀬
晶
子
さ
ん
（
村
岡
中
２
年
、

村
岡
区
中
西
）
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
１
月
19
、
20
の
両
日
に
愛
知
県
岡
崎
市
の
岡
崎
中
央
総

合
体
育
館
で
開
催
。
村
瀬
さ
ん
が
出
場
し
た
中
学
１
、
２
年
生
を
対

象
と
し
た
カ
デ
ッ
ト
女
子
の
部
に
は
、
全
国
の
強
豪
約
１
６
０
人
が

参
加
。
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
も
に
順
調
に
勝
ち
上

が
り
ま
し
た
が
、
決
勝
戦
で
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
場
面

も
。
一
進
一
退
の
攻
防
の
末
、
劇
的
な
優
勝
を
つ
か
み
ま
し
た
。

▲快挙を成し遂げた村瀬さん
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ふ
る
さ
と
香
美
（
第
96
号
）
平
成
25
年
3
月
14
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 25 年 2月 1日現在）

合　計　20,193 人（－  44）

　男　　 9,663 人（－  11）

　女　　10,530 人（－  33）

世帯数  6,826 世帯（－   8）

カッコ内は前月比

　

ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
作
製
方
法
が
名
称
に
な
っ
て
い

る
「
磨
製
石
斧
」
で
す
。
長
さ
21
・
５
㎝
、
幅
は
２
・
５
〜

５
㎝
で
広
い
方
に
蛤

は
ま
ぐ
り
ば刃

と
い
わ
れ
る
緩
や
か
な
曲
線
を
描
い

た
刃
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
刃
先
を
木
に
叩
き
つ
け
て
木
材
の

加
工
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
面
に
は
後
世
に

書
か
れ
た
文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

『
石
斧 

昭
和
十
一
年 

冬 

月
岡
公
園 

北
西 

鐡
道
線
路 

切

取
工
事
中 

石
室
中
ヨ
リ 

（
石
室
残
半
現
存
）』

　

こ
の
石
斧
は
、昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
に
月
岡
公
園
（
香

住
区
香
住
）
北
西
の
遺
跡
か
ら
出
土
、
遺
跡
は
石
室
を
持
ち
、

そ
の
半
分
程
度
が
残
存
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
山

陰
本
線
の
城
崎
香
住
間
の
延
伸
・
開
業
が
明
治
44
（
１
９
１

１
）
年
10
月
で
す
の
で
、
こ
れ
以
降
の
、
線
路
沿
い
で
の
斜

面
整
形
工
事
の
際
に
出
土
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。た
だ「
石

室
中
ヨ
リ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
弥
生
時
代
以
前
に
作
ら
れ
た

石
斧
が
古
墳
時
代
の
遺
構
で
あ
る
石
室
か
ら
出
土
す
る
と
は

考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
月
岡
公
園
に
あ
る
２
つ
の
遺
構
の

う
ち
、
古
墳
時
代
後
期
の
「
月
岡
下
古
墳
」
で
は
な
く
、
縄

文
時
代
の
「
月
岡
遺
跡
」

か
ら
出
土
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、

形
状
が
そ
の
名
称
に
な
っ

て
い
る
「
環
状
石
斧
」
で

す
。
横
か
ら
見
る
と
凸
レ

ン
ズ
の
よ
う
な
円
盤
状
で
、

正
面
か
ら
見
る
と
ド
ー
ナ

ツ
の
よ
う
に
中
央
に
穴
が

開
い
て
い
ま
す
。
外
径
９

・
２
㎝
、
厚
さ
１
・
５
㎝
、

内
径
は
２
・
５
㎝
ほ
ど
。
周
縁
に
刃
が
あ
り
、
穴
に
棒
を
通

し
て
使
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。香
住
第
二
中
学
校（
香

住
区
無
南
垣
）
の
改
築
時
、
木
器
や
土
器
片
な
ど
と
一
緒
に

出
土
し
た
そ
う
で
す
が
、
環
状
石
斧
以
外
は
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
遺
跡
で
同
様
の
も
の
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
環
状
石
斧
は
、
そ
の
特
徴
か

ら
弥
生
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
２
つ
の
石
器
は
、
３
月
14
日
（
木
）
か

ら
31
日
（
日
）
ま
で
香
住
区
中
央
公
民
館
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、
古
代
の
人
々
の
く
ら
し
に
思

い
を
巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
投
げ
た
り
蹴
っ
た
り
し
て
遊
ん
だ

「
石
」。
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
石
は
生
活
必
需
品
で
し
た
。

硬
く
て
形
が
変
わ
り
に
く
く
、
割
れ
る
と
鋭
い
刃
に
な
り
、

重
み
を
利
用
し
て
叩
き
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
性

質
を
生
か
し
た
「
石
器
」
が
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
に

か
け
て
武
器
、
工
具
、
農
具
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
う
し
た
石
器
の
一
つ
で
、
斧お

の

の
形
を
し

た
「
石せ

き

ふ斧
」
を
今
回
ご
紹
介
し
ま
す
。
石
斧

は
叩
い
て
形
を
整
え
た
だ
け
の
打
製
の
も

の
と
、
ご
紹
介
す
る
２
つ
の
石
斧
の
よ
う

に
、
整
形
し
た
後
に
磨
き
上
げ
た
磨
製
の
も

の
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

第
31
回

環
か

ん

じ

ょ

う状
石せ

き

ふ斧

磨ま

せ

い製
石せ

き

ふ斧
と
▲ 磨製石斧 環状石斧 ▼


